
資料2　宇佐美地区の津波対策（対応策の抽出（具体化）と優先順位づけ）

短期的対策（２～３年） 中期的対策（１０年以内） 長期的対策 備考

護岸かさ上げ ・レベル1津波による浸水被害を防ぐ

　ための護岸整備（かさ上げ）は実施

　しない。

河川等開口部 ・烏川河口部水門（現況護岸高さまで防護） ・宇佐美3河川について、施設効果の

からの遡上対策 ・伊東仲川河口部水門（現況護岸高さまで防護） 　高い順に河口部水門を整備する。

・伊東宮川河口部水門（現況護岸高さまで防護）

・その他開口部

避難場所 ・宇佐美中学校（広域避難場所）

・宇佐美幼稚園宮川分園

・宇佐美小学校（広域避難場所・L2津波では浸水） 避難用外階段を設置 ・今年度作成の津波避難計画により、

・宇佐美幼稚園（L2津波では浸水） 　必要性を検討

・宇佐美保育園（L2津波では浸水）

・津波避難協力ビル（4か所）

・避難タワー（歩道橋兼用） ・避難タワー（歩道橋兼用）

・命山 ・命山

・避難広場 ・避難広場

避難路 ・避難路 ・避難路 ・避難路

　→　道幅が狭い 　→　道幅が狭い ・公道であれば可能

　→　避難経路上の橋梁の倒壊 　→　避難経路上の橋梁の倒壊

　→　法面、石積みの崩壊（土砂災害警戒区域） 　→　法面の崩壊（土砂災害警戒区域）・県の急傾斜地崩壊対策事業

　→　液状化 　→　石積みの崩壊

　→　線路（JR伊東線）の横断 　→　線路（JR伊東線）の横断

　→　夜間の場合の誘導

・避難階段 ・避難階段

・夜間照明 ・夜間照明

避難計画 ・伊東市総合防災ガイドブック（ハザードマップ） ・伊東市総合防災ガイドブック（ハザードマップ）

・津波避難行動計画の策定 ・津波避難行動計画の策定

・避難訓練 ・避難訓練

　→　参加者が少ない 　→　参加者が少ない

情報連絡 ・Jアラート（全国瞬時警報システム） ・Jアラート（全国瞬時警報システム）

（防災情報） ・同報無線（防災行政無線） ・同報無線（防災行政無線）

・伊東市メールマガジン ・伊東市メールマガジン

・テレビ（テロップ）、ラジオ ・テレビ（テロップ）、ラジオ

情報連絡 ・災害用伝言ダイヤル171 ・災害用伝言ダイヤル171

（安否確認） ・家族間・近所であらかじめ取り決め ・家族間・近所であらかじめ取り決め

災害弱者対策 ・学校ごとの防災計画 ・学校ごとの防災計画

・災害時要援護者支援計画（個別計画）の策定 ・災害時要援護者支援計画（個別計画）の策定

ライフライン ・自主防災会に発電機交付 ・自主防災会に発電機交付

家屋関係 ・TOUKAI-0による支援 ・TOUKAI-0による支援

・民有の石積みの整備は県・市は事業
　主体になれない
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・今年度作成の津波避難計画に

より、必要性を検討


